
 準備する

本機の電源を入れる

1 本機の電源プラグを、コンセントにしっかりと差し込む。

時計設定について
本機には、バックアップ用のリチウム電池が入っており、時計はあらか
じめ設定されています。
手動で時計を合わせる場合は、「カレンダーと時計を合わせる」をご覧く
ださい。

ご注意
お買い上げ後、初めて電源プラグをコンセントにつなげたとき、時計表示が点
滅している場合があります。そのときは、お買い上げ店、またはソニーサービ
ス窓口にご相談ください。

バックアップ用のリチウム電池について
本機には、あらかじめバックアップ用のリチウム電池（CR2032）が入って
います。このリチウム電池の残量が充分であれば、万一停電があっても
時計は止まりません。

リチウム電池の交換時期について
リチウム電池が消耗してくると、表示窓に「」が点灯します。その場合
は、新しいリチウム電池（ソニー製CR2032）と交換してください。電池の
交換については、「本機の電池を交換する」をご覧ください。

ご注意
本機にあらかじめ入っているバックアップ用のリチウム電池は、お試し用で
す。お買い上げ後は新しい電池をお買い求めのうえ、交換してください。

AMループアンテナをつなぐ

アンテナの形状と長さはＡＭ信号受信のために設計されています。アン
テナを分解したり、無理に曲げたりしないでください。

1 スタンド部を起こし、アンテナをスタンド部の溝にはめる。

スタンド部
カチッと音がするまで
はめ込む

2 本機後面のAMアンテナ端子に、アンテナコードのAMアンテ
ナ端子を差し込む。

AMループアンテナを取りはずすには
端子クランプをつまみながらＡＭアンテナ端子を引き抜いてください。

放送局の周波数を選ぶ

1 ファンクションボタンを押して、「FM」または「AM」を選ぶ。
表示窓に「FM」または「AM」が表示されるまで、くり返し押してくださ
い。

2 モード切換ボタンを押して、「選局」を選ぶ。

3 表示窓で周波数が速く変わり始めるまで、選局+/－ボタン
を押し続ける。
選局が自動的に開始され、放送局が受信されると選局が止まります
（オート選局）。
オート選局で受信できないときは、選局＋/－ボタンを押して1ス
テップずつ周波数を送って選局することもできます。
FM放送局を受信したときは、表示窓に「ST」（ステレオ放送）が表示さ
れます。

4 音量－/＋ボタンを押して、音量を調節する。

手動で放送局を登録するには
オートプリセットで登録できなかった放送局を、必要に応じてプリセッ
ト登録できます。

1 プリセット登録したい放送局を受信する。

2 表示窓で「プリセット」が点滅するまで、表示切換／決定ボタ
ンを押し続ける。

3 プリセット＋/－ボタンを押して登録するプリセット番号
を選び、表示切換／決定ボタンを押す。
選んだプリセット番号に放送局が登録されます。
例：プリセット「2」にFMの89.8 MHzを登録したときの表示

ヒント
手順3で表示切換／決定ボタンを押す代わりに切ボタンを押すと、プリ
セット登録をキャンセルできます。

ラジオを聞くときのご注意

	雑音が入ることがあるため、AMループアンテナの近くに本機や他のAV機器
を近づけないでください。

	デジタルミュージックプレーヤーや携帯電話をAMループアンテナやFMア
ンテナに近づけないでください。ラジオの受信を妨げることがあります。

	本機にBLUETOOTH機器やUSB機器を接続したままでラジオを聞いていると
きは、ラジオに雑音が入ることがあります。

	 その場合は、BLUETOOTH機器は接続を切断、USB機器はUSB接続をはずし
てください。

ヒント
ラジオを聞いている間も、ハンズフリー通話機能は引き続きお使いになれます。

 便利な機能を使う

BLUETOOTH接続で音楽を楽しみながら
ハンズフリーで通話する

お使いのBLUETOOTH 対応携帯電話が音楽再生機能を持ち、A2DP
（Advanced Audio Distribution Profile）およびHFP（Hands-free 
Profile）またはHSP（Headset Profile）に対応していれば、本機で音楽を楽
しみながらハンズフリーで通話できます。
BLUETOOTH 対応携帯電話がHFPとHSPの両方に対応している場合は、
HFPを使用してください。

操作はBLUETOOTH対応携帯電話によって異なることがあります。お使
いの携帯電話の取扱説明書もあわせてご覧ください。

1 本機とBLUETOOTH対応携帯電話を接続する。
接続方法については「BLUETOOTH接続をする」をご覧ください。接続
が完了すると、表示窓の「  （BLUETOOTH）」が点灯します。

2 BLUETOOTH対応携帯電話を再生して、音量を調節する。
携帯電話を適度な音量にして、本機の音量－/＋ボタンで調節しま
す。
本機がBLUETOOTH機能以外のときでも、BLUETOOTH接続中（「
（BLUETOOTH)」が点灯）であれば、電話の発信や着信があれば自動的
にBLUETOOTH機能に切り換わります。

電話をかけるには
BLUETOOTH対応携帯電話を操作して発信します。本機から発信音が聞
こえるのを確認し、本機に向かって発話してください。本機から発信音
が聞こえないときは、本機の  （通話）ボタンを約2秒押し続けて本機
に音声を切り換えます。

電話を受けるには
着信があると、再生中の音楽やラジオが一時停止し、本機から着信音が
聞こえます。  （通話）ボタンを押して本機に向かって発話してくださ
い。

ヒント
	着信があっても本機から着信音が聞こえないときは、再生中の音楽やラジオ
を停止し、  （通話）ボタンを押して通話します。

	音楽再生が終了しても、本機のハンズフリー機能を使って通話ができます。
	通話時の音量は、本機の音量－/＋ボタンで調節してください。本機では、
通話時と音楽再生時の音量は別々に設定されます。

ご注意
携帯電話は、本機から50 cm以上離してお使いください。本機と携帯電話が近
いとノイズが入ることがあります。

電話を切るには
 （通話）ボタンを押します。元の機能に戻り、電話を受けたときに一時

停止した音楽再生やラジオが開始されます。

使い終わるには
以下の手順のいずれかを行って、BLUETOOTH接続を切断してください。
 BLUETOOTH機器のBLUETOOTH機能をオフにする。詳しくは、お使
いの機器に付属の取扱説明書をご覧ください。

 BLUETOOTH機器の電源を切る。
 もう一度本機にタッチする。（NFC機能搭載のスマートフォンの場合）

通話時に本機でできること
BLUETOOTH対応携帯電話が対応しているプロファイルによって異なり
ます。また、プロファイルが同じでも、携帯電話によってできる機能も
異なります。お使いの携帯電話に付属の取扱説明書をご確認ください。

状態  （通話）ボタンの操作

待受け中  1回押すと、対応の携帯電話であればボイスダイヤルを
開始します。

 数秒間押し続けると、前回かけた電話番号にリダイヤル
します。

発信中  1回押すと、発信を中断します。
 数秒間押し続けると、通話機器を本機⇔携帯電話で切り
換えます。

着信中  1回押すと、電話を受けます。
 数秒間押し続けると、着信を拒否します。

通話中  1回押すと、通話を終了します。
 数秒間押し続けると、通話機器を本機⇔携帯電話で切り
換えます。

音楽再生中に別の機器で通話するには
BLUETOOTH対応音楽プレーヤーで音楽を再生しながら、別の
BLUETOOTH対応携帯電話でハンズフリー通話ができます。
 ワンタッチ接続（NFC）ではこの機能は使えません。
 接続の方法はBLUETOOTH機器によって異なります。また、機器の組み
合わせによっては接続できない場合もあります。お使いの機器に付属の
取扱説明書もご覧になり、接続操作をしてください。

1 本機とBLUETOOTH対応音楽プレーヤーをA2DPで、
BLUETOOTH対応携帯電話をHFPまたはHSPで接続する。
接続方法については「BLUETOOTH接続をする」をご覧ください。接続
が完了すると、表示窓の「  （BLUETOOTH）」が点灯します。

ヒント
	音楽再生機能を持つBLUETOOTH対応携帯電話で通話だけするには、携帯電
話側で、A2DPではなくHFPまたはHSPのどちらかを選んで接続してくださ
い。

	機種によっては、HFPまたはHSP接続をすると、A2DPでも接続されてしま
う場合があります。その場合、別の音楽プレーヤーは接続できません。

ご注意
使い終わった後に、再び同じ2台の機器と接続するには、もう一度上記の手順
で操作してください。

アラーム機能を使って目覚める

	本機では以下の中からアラームの音を選ぶことができます。
－	「FM」、「AM」： ラジオをアラームに設定します。
－	「USB」： USB接続したiPhone/iPodをアラームに設定します。
－ 「BLUETOOTH」： スマートフォンやiPodなどのBLUETOOTH接続機
器をアラームに設定します。

－	「ブザー」： ブザーをアラームに設定します。
	操作をはじめる前に、時刻を正しく設定してください。時刻の設定のし
かたについては、「カレンダーと時計を合わせる」をご覧ください。

本機右側面

アラームは、アラームAとアラームBの2つに設定できます。Aボタン
とアラーム設定+/－ボタン、Bボタンとアラーム設定+/－ボタン
で設定します。
以下では、アラームAに設定するときについて説明します。

1 表示窓で時表示が点滅するまで、Aボタンを押し続ける。
表示窓に「」と「アラーム」が表示され、時表示が点滅します。

2 アラーム設定＋/－ボタンを押して以下の設定項目を選び、
Aボタンを押して決定する。
アラーム設定＋/－ボタンを押すたびに、表示窓で現在選ばれてい
る設定項目が点滅します。
Aボタンを押して設定を決定すると、表示窓で次の設定項目が点滅
します。
 時、分： アラーム設定+/－ボタンを押し続けると、時、分の表
示が速く変わります。

 曜日： 以下の3種類の曜日の組み合わせパターンから1つ選びます。
 毎日： 月 火 水 木 金 土 日
 ウィークデー： 月 火 水 木 金
 週末： 土 日

3 アラーム設定＋/－ボタンを押してアラームモードを選び、
Aボタンを押して決定する。
以下の中から1つ選びます。
	「FM」、「AM」： ラジオをアラームに設定します。手順4へ進んでく
ださい。

 「USB」： USB接続したiPhone/iPodをアラームに設定します。手順
5へ進んでください。手順4を行う必要はありません。

 「BLUETOOTH」： スマートフォンやiPodなどのBLUETOOTH接続
機器をアラームに設定します。手順5へ進んでください。手順4を
行う必要はありません。

 「ブザー」： ブザーをアラームに設定します。アラームの設定が完了
し、時刻と「」が表示されます。手順4以降を行う必要はありません。

4 アラーム設定＋/－ボタンを押して放送局を選び、Aボタン
を押して決定する。
お好みのプリセット番号または「- -」を選びます。「- -」はラジオアラー
ムが鳴る前に受信していた放送局です。

5 アラーム設定＋/－ボタンを押してアラーム音量を調節し、
Aボタンを押して決定する。
アラームの設定が完了し、時刻と「」が表示されます。

6 アラームモードに「BLUETOOTH」または「USB」を選んだとき
は、アラーム設定時刻になる前にBLUETOOTH機器を接続す
るか、iPhone/iPodをUSB接続する。
BLUETOOTH機器が接続されていないときは、アラーム設定時刻にな
ると本機は自動的に前回接続していたBLUETOOTH機器に接続しま
す。
BLUETOOTH機器に接続できないときや、iPhone/iPodがUSB接続さ
れていないときは、アラーム設定時刻になるとブザーアラームが鳴り
ます。
アラームモードに「USB」を選んで、スマートフォンをUSB接続してい
るときは、アラーム設定時刻になるとブザーアラームが鳴ります。

アラーム音を止めるには
アラームリセットボタンを押します。翌日も同じ時間にアラームが鳴
ります。

BLUETOOTH接続をする

お使いの機器に搭載されたBLUETOOTH機能を使って音楽や通話をワイ
ヤレスに楽しめます。
音声を聞きたい機器の種類によって、次の3つのパターンから接続方法を
選んでください。接続する機器の使いかたについて詳しくは、お使いの
機器に付属の取扱説明書をご覧ください。

はじめてペアリングするときは： パターンA  へ
接続したい機器を登録しておく操作をペアリングといいます。初めて本
機と組み合わせて使う場合は最初にペアリングしてください。

ペアリング済みの機器を使うには： パターンB  へ
すでに本機とのペアリングが済んでいる機器から音楽を聞く場合はこち
らのパターンです。

NFC機能搭載のスマートフォンを使うには： パターンC  へ
NFC機能搭載のスマートフォンなら、本機にタッチするだけで
BLUETOOTH接続ができます。
NFC機能について詳しくは、 パターンC  の「NFCとは」をご覧ください。

操作をはじめる前に、以下をご確認ください。
 本機とBLUETOOTH機器が1 m以内に置かれている。
 本機が電源に接続されている。
 接続するBLUETOOTH機器の取扱説明書を準備する。

パターンA  
BLUETOOTH機器と本機をペアリング（登録）し
てから接続する

1 BLUETOOTH機器のBLUETOOTH機能をオンにする。
詳しくは、お使いの機器に付属の取扱説明書をご覧ください。

2  BLUETOOTH  ペアリングボタンを、スピーカーから 
ピピッという音が聞こえて、表示窓で「  （BLUETOOTH）」が
早く点滅し始めるまで押し続ける。

ヒント
ご購入後に初めてBLUETOOTH機能を使うときなど、本機にペアリング情
報がない状態では、  BLUETOOTH  ペアリングボタンを押しただけ
で、「  (BLUETOOTH)」が自動的に早く点滅して本機がペアリングモード
になります。

早く点滅

3 BLUETOOTH機器でペアリング操作を行い、本機を検索する。 
BLUETOOTH機器の画面に「SONY：SRS-CS20BT」が表示されない場合
は、もう一度手順1から操作してください。

ご注意
機器によっては検出した機器の一覧を表示できない場合があります。

4 BLUETOOTH機器の画面に表示されている 
「SONY：SRS-CS20BT」を選択し、決定する。

5 BLUETOOTH機器の画面でパスコード*の入力を要求された
ら「0000」を入力する。
BLUETOOTH接続が完了し、表示窓の「  （BLUETOOTH）」が点滅から
点灯に変わります。
* パスコードは、パスキー、PINコード、PINナンバー、パスワードなどと呼ばれる場合があ
ります。

ヒント
複数のBLUETOOTH機器とペアリングするには、ペアリングしたい機器ごとに
手順1～ 5を繰り返してください。

ポータブルオーディオ機器などの音楽を接続
コードをつないで聞く
デジタルミュージックプレーヤーなどの外部機器を本機に接続して、音楽を楽
しむことができます。接続する前に、すべての機器の電源を切ってください。

接続コード（別売）

本機後面の音声入力端子
（ステレオミニジャック）

1 本機後面の音声入力端子に、接続コード（別売）で聞きたい機
器を接続する。

2 ファンクションボタンを押して、「音声入力」を選ぶ。
表示窓に「音声入力」が表示されるまで、くり返し押してください。

3 機器の電源を入れ、再生する。

4 音量を調節する。
接続した機器を適度な音量にして、本機の音量－/＋ボタンで調節
します。

使い終わるには
ファンクションボタンまたは切ボタンを押して、音声入力機能を終了し
ます。再生を止めるときは、接続した機器を操作してください。

本機に接続コードやUSBケーブルで機器をつないでいるときのご注意
	使用する接続コードやケーブルは、外部機器によって異なります。接続する
外部機器に適した接続コードやケーブルを使用してください。

	ラジオまたはTVチューナーを内蔵した機器を接続した場合、ラジオやTV放
送の受信ができなかったり、感度が大幅に低下することがあります。

	本機に機器を接続したままラジオを受信しているとき、雑音が入る場合は、
接続した機器の電源を切ってください。接続した機器の電源を切った状態で
もラジオに雑音が入る場合、本機と機器の接続を解除し、本機からできるだ
け離してください。

ヒント
接続コードやケーブルでつないだ機器の音楽を聞いている間も、ハンズフリー
通話機能は引き続きお使いになれます。

ラジオを聞く

FMワイヤー
アンテナ

本機後面

本機右側面

自動で放送局を登録する－オートプリセット
「オートプリセット」を実行すると、お使いの地域で受信できる放送局を自
動的に探してプリセット登録できます。放送局をFMに20局とAMに10
局、合わせて30局まで登録しておくことができます。

1 ファンクションボタンを押して、「FM」または「AM」を選ぶ。
表示窓に「FM」または「AM」が表示されるまで、くり返し押してくださ
い。

2 表示窓で「AP」が点滅するまで、ファンクション  オートプリ
セットボタンを押し続ける。

3 表示切換／決定ボタンを押す。
受信した放送局は自動的に登録されます。

ヒント
切ボタンを押すと、オートプリセットは止まります。

登録されている放送局を選ぶ ― プリセット選局
プリセット番号を選ぶだけで、ラジオを聞くことができます。
本機にはあらかじめ周波数がプリセット登録されていますが、「オートプ
リセット」を実行してお使いの地域に合わせることをおすすめします。

1 ファンクションボタンを押して、「FM」または「AM」を選ぶ。
表示窓に「FM」または「AM」が表示されるまで、くり返し押してくださ
い。

2 モード切換ボタンを押して、「プリセット」を選ぶ。

3 プリセット＋/－ボタンを押して、聞きたい放送局が登録
されているプリセット番号を選ぶ。

4 音量－/＋ボタンを押して、音量を調節する。

放送中の局のプリセット番号や周波数を表示するには
表示切換／決定ボタンを1回押すとプリセット番号が、もう一度押す
と周波数が表示されます。表示切換／決定ボタンをもう一度押す、ま
たは何もしなくても数秒後に時刻表示に戻ります。

ラジオを止めるには
ファンクションボタンまたは切ボタンを押して、ラジオ機能を終了
します。

受信状態を良くするには
 FM放送の場合、FMワイヤーアンテナをまっすぐに伸ばし、最も良く受
信できる向きにしてお聞きください。

 AM放送の場合、AMループアンテナを最も良く受信できる方向に向け
て置いてください。

 FM放送を受信中に雑音が多いときは、表示窓に「モノ」が表示されるま
でモード切換ボタンを押し続けて、モノラル放送にしてください。

 聞く

BLUETOOTH接続した機器の音楽を聞く

お使いのBLUETOOTH機器が次のプロファイルに対応していれば、本機
で音楽を聞いたり、本機から機器を操作したりできます。
 A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）：高音質な音楽をワイヤ
レスで楽しめます。

 AVRCP（Audio Video Remote Control Profile）：機器の基本的なリモコ
ン操作（再生、一時停止など）ができます。

操作はBLUETOOTH機器によって異なることがあります。機器の取扱説
明書もあわせてご覧ください。

1 本機とBLUETOOTH機器を接続する。
接続方法については「BLUETOOTH接続をする」をご覧ください。接続
が完了すると、表示窓の「  （BLUETOOTH）」が点灯します。

2 BLUETOOTH機器を再生して、音量を調節する。
BLUETOOTH機器を適度な音量にして、本機の音量－/＋ボタンで
調節します。

使い終わるには
以下の手順のいずれかを行って、BLUETOOTH接続を切断してください。
 BLUETOOTH機器のBLUETOOTH機能をオフにする。詳しくは、お使
いの機器に付属の取扱説明書をご覧ください。

 BLUETOOTH機器の電源を切る。
 もう一度本機にタッチする。（NFC機能搭載のスマートフォンの場合）

音楽再生時に本機でできること
BLUETOOTH 機器が機器操作機能（対応プロファイル：AVRCP）に対応し
ている必要があります。BLUETOOTH 機器の種類によってできる機能も
異なります。お使いのBLUETOOTH 機器に付属の取扱説明書をご確認く
ださい。

ボタン操作 できること

（再生／一時停止）
ボタン

 一時停止中に一回押すと、再生開始します。
 再生中に一回押すと、一時停止します。

/（早戻し／早
送り）ボタン

一回押すと、曲戻し／曲送りします。

音量 
－/＋ボタン

音量を調節します。

ヒント
本機はSCMS-T方式のコンテンツ保護に対応しています。SCMS-T方式対応の
携帯電話やワンセグTVなどの音楽（または音声）を、本機で聞くことができま
す。

接続コードやケーブルでつないだ機器の
音楽を聞く

iPhone/iPodの音楽をUSBケーブルでつないで
聞く
iPhone/iPodを本機にUSBケーブルでつないで、本機で音楽を楽しめま
す。
本機に接続してお使いになる前に、お使いのiPhone/iPodのソフトウェ
アを最新にしてください。

USBケーブル*
（別売）

本機後面の（USB）端子

* USBケーブル：お使いのiPhone/iPodに付属のLightning - USBケーブルまたはDockコネクタ
USBケーブルをお使いください。

1 本機後面の（USB）端子に、USBケーブル*（別売）でiPhone/
iPodを接続する。

2 ファンクションボタンを押して「USB」を選ぶ。
表示窓に「USB」が表示されるまで、くり返し押してください。

3 iPhone/iPodを再生して、音量を調節する。
iPhone/iPodを適度な音量にして、本機の音量－/＋ボタンで調節
します。

ご注意
	本機にiPhone/iPod以外のUSB機器を接続すると、充電のみが自動的に開始
されます。

	本機の（USB）端子に複数のUSB機器を接続しないでください。

使い終わるには
ファンクションボタンまたは切ボタンを押して、USB機能を終了し
ます。

再生中に本機でできること

ボタン操作 できること

（再生／一時停止）
ボタン

 一時停止中に一回押すと、再生開始します。
 再生中に一回押すと、一時停止します。

/（早戻し／早
送り）ボタン

 一回押すと、曲戻し／曲送りします。
 押し続けると、早戻し／早送りします。

音量 
－/＋ボタン

音量を調節します。

ご注意
	本機のペアリングモードは約5分で解除され、表示窓の「  （BLUETOOTH）」
が遅い点滅に変わります。手順が完了する前に本機のペアリングモードが解
除されてしまった場合は、もう一度手順2から操作してください。

	本機のパスコードは「0000」に固定されています。パスコードが「0000」でな
いBLUETOOTH機器とペアリングすることはできません。

	一度ペアリングすれば再びペアリングする必要はありませんが、以下の場合
は再度ペアリングが必要です。
– 修理を行ったなど、ペアリング情報が消去されてしまったとき。
– 5台以上の機器をペアリングしたとき。 
本機は合計4台までのBLUETOOTH機器をペアリングすることができま
す。4台分をペアリングしたあと新たな機器をペアリングすると、4台の中
で最後に接続した日時が最も古い機器のペアリング情報が、新たな機器の
情報で上書きされます。

	本機は複数の機器とペアリングできますが、それらを同時に再生することは
できません。

パターンB  
ペアリング（登録）済みのBLUETOOTH機器と接
続する

1 BLUETOOTH機器のBLUETOOTH機能をオンにする。

ヒント
	  BLUETOOTHボタンを押すと、本機は自動的に前回接続していた

BLUETOOTH機器に接続しようとします。BLUETOOTH接続が完了する
と、表示窓の「  （BLUETOOTH）」が点滅から点灯に変わります。

	「  （BLUETOOTH）」が点灯しているときは、BLUETOOTH機器に接続済
みです。接続中の機器とは別のBLUETOOTH機器に接続するときは、接
続中のBLUETOOTH機器を操作して接続を切断してください。

2 BLUETOOTH機器の画面に表示されている 
「SONY：SRS-CS20BT」を選択し、決定する。
プロファイルを選ぶ画面が表示されたら次を選んでください。
 音楽を聞くとき：オーディオ（A2DP）
 通話するとき：ヘッドセット（HSP）、ハンズフリー（HFP）
それぞれのプロファイルについては、「BLUETOOTH接続した機器の
音楽を聞く」または「BLUETOOTH接続で音楽を楽しみながらハンズフ
リーで通話する」をご覧ください。

ご注意
BLUETOOTH機器によっては、この手順が必要ない場合があります。

BLUETOOTH接続が完了し、表示窓の「  （BLUETOOTH）」が点滅から
点灯に変わります。

パターンC  

ワンタッチ（NFC）でスマートフォンと接続する
スマートフォンでタッチするだけで、自動的にBLUETOOTH機器のペア
リングや接続ができます。（接続が完了すると、本機は自動的に
BLUETOOTH機能に切り換わります。）
対応するスマートフォン

 NFC機能またはおサイフケータイ機能を搭載したスマートフォン 
（対応OS：Android 2.3.3以降、Android 3.xを除く） 
詳しくは、サポートページ 
http://www.sony.jp/support/active-speaker/ 
をご覧ください。

NFCとは
携帯電話やICタグなど、さまざまな機器間で近距離無線通信を行うため
の技術です。指定の場所に「タッチする」だけで、簡単にデータ通信が可
能となります。

1 スマートフォンに「NFC簡単接続」アプリをダウンロードする。
Google Playで入手できるAndroid専用の無料のアプリです。 
「NFC簡単接続」で検索するか、以下の二次元コードでアクセスし、ア
プリをダウンロードします。ダウンロードには別途通信料が発生しま
す。

ヒント
スマートフォンによっては、「NFC 簡単接続」アプリをダウンロードしな
くてもワンタッチ接続が可能な場合があります。またその場合、スマート
フォンの動作や仕様は本書の説明と異なることがあります。詳しくは、お
使いのスマートフォンに付属の取扱説明書をご覧ください。

二次元コード読み取りアプリでご利用ください。

2 スマートフォンで「NFC 簡単接続」を起動する。
アプリの画面が表示されていることを確認します。

3 スマートフォンを本機にタッチする。
本機のNマーク部分にスマートフォンをタッチします。スマートフォ
ンが反応するまで、タッチし続けてください。

ご注意
スマートフォンの画面がロックされた状態では、スマートフォンが動作し
ません。画面のロックを解除してから、本機にタッチしてください。

点灯

本機を認識すると 
スマートフォンが反応します

スマートフォンの画面の指示にしたがって接続を完了してください。
本機の表示窓の「  （BLUETOOTH）」が点灯したら、本機とスマート
フォンが接続された状態になります。

ヒント
	接続がうまくいかないときは次のことを行ってください。

– スマートフォンでアプリを起動し、本機のNマーク部分の上でゆっく
り動かす。

– スマートフォンにケースを付けている場合は、ケースをはずす。
	接続を切断するには、もう一度タッチします。
	ヘッドホンなど他のNFC対応機器に接続しているNFC対応スマートフォ
ンを本機にタッチすると、ワンタッチで本機に接続を切り換えることが
できます（乗り換え機能）。

BLUETOOTH機能の表示について

状態 表示窓

BLUETOOTH機能中 「BLUETOOTH」が点灯

ペアリング中 「  （BLUETOOTH）」が速く点滅

BLUETOOTH接続待ち 「  （BLUETOOTH）」が点滅

BLUETOOTH接続済み 「  （BLUETOOTH）」が点灯

もう少し眠っていたいときは－アラームくり返し機能（スヌー
ズ機能）

1 アラーム動作中にスヌーズボタンを1回押す。
アラーム音が止まり、約10分後に再び鳴ります。
スヌーズボタンを押すたびに、アラームくり返し時間が以下のよ
うに切り換わります。

アラームくり返し機能を解除するには、アラームリセットボタン
を押します。

アラーム機能を使っているときにできること
できること 本機の操作

アラーム設定時刻を
確認する

アラーム設定＋/－ボタンを押す。
アラーム設定時刻が約4秒間表示されます。

アラーム設定時刻を
変更する

1 表示窓でアラーム設定時刻が速く変わり始める
まで、アラーム設定＋/－ボタンを押し続け
る。
アラーム設定＋/－ボタンを押して、1ステッ
プずつ時刻を送って選ぶこともできます。

2 変更したいアラーム設定時刻を表示させたら、
アラーム設定＋/－ボタンをはなす。

アラーム音をいった
ん止める

アラーム動作中にスヌーズボタンを押す。

アラーム音を止める アラームリセットボタンを押す。

アラームを解除する Aボタンをもう一度押す。
アラーム「」の表示が消え、設定したアラームが
解除されます。
もう一度押すと、アラーム「」が表示され、設定
したアラームが有効になります。

ヒント
アラームを解除していても、アラーム時刻を変更した後は、アラームが有効に
なります。

ご注意
	BLUETOOTHアラームやUSBアラームに設定されていても、BLUETOOTH機
器が接続されていない、iPhone/iPodが本機にUSB接続されていない、また
は機器に曲が保存されていない、機器の電源が入っていないなどの場合は、
アラーム設定時刻になるとブザーアラームが鳴ります。

	ブザーアラームに音量設定はありません。
	アラームAとBが同じアラーム時刻に設定されている場合は、アラームAを
優先します。

	アラーム中に操作がない場合、アラームは鳴ってから約60分後に自動的に
止まります。

停電中のアラーム機能についてのご注意
停電中にアラーム設定時刻になった場合、バックアップ用リチウム電池によ
り、ブザーアラームが働きます。
	表示窓の表示、バックライトはつきません。
	アラーム音がBLUETOOTHアラームまたはUSBアラーム、ラジオアラームに
設定されている場合は、自動的にブザーアラームに切り換わります。

	ブザーアラームは、本機のアラームリセットボタンを押さなくても、鳴っ
て約5分後に自動的に止まります。

	停電中は、アラームくり返し機能は設定できません。アラームを設定した時
間に一度だけ鳴ります。

	「」が表示されたら、停電のときにブザーアラームは鳴りません。新しいリ
チウム電池と交換してください。

スリープタイマーを使う

本機に接続したBLUETOOTH機器や外部機器からの音楽やラジオなどを聞
きながら眠りたいとき、スリープタイマーを設定すると、設定した時間が経
過すると自動的にBLUETOOTH機器や外部機器、ラジオからの音を消すこと
ができます。

本機右側面

1 本機に接続したBLUETOOTH機器や外部機器、ラジオを再生
中にスリープボタンを押す。
表示窓に「スリープ」が表示され、設定時間が点滅します。

2 スリープボタンを押して、設定時間を選ぶ。
スリープボタンを押すたびに、設定時間が以下のように切り換わっ
て点滅します。ただし、「OFF」は点滅しません。

選んだ時間が数秒間点滅したあと時刻表示に戻り、スリープタイマー
が設定されます。
表示窓に「スリープ」が表示され、設定した時間が経過すると
BLUETOOTH機器や外部機器、ラジオからの音が止まります。

設定した時間になる前に音を止めるには
切ボタンを押してください。

設定した時間を変更するには
スリープタイマーを設定したあとも、スリープボタンを押して設定時
間を変更することができます。

スリープタイマーの設定を解除するには
スリープボタンを押して、「OFF」を選びます。

ご注意
	音声入力端子に接続された外部機器の再生は自動的に停止しません。再生を
止めるときは、接続した機器を操作してください。

	スリープタイマーが働いているときにアラームが鳴ると、スリープタイマー
の設定が解除されます。

音響効果を楽しむ

1 音質ボタンを押して、音響効果を選ぶ。
表示窓に音響効果が表示されます。

音質ボタンを押すたびに、音響効果が以下のように切り換わります。

表示窓 音響効果

MEGA BASS 迫力のある重低音を出力します。

MEGA BASS
MEGA Xpand

重低音と音の広がりを同時に楽しめます。

MEGA Xpand 音の広がりを強調します。

表示なし 音響効果をオフにします。
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パーソナルオーディオシステム
取扱説明書

お買い上げいただきありがとうございます。
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故になることがあります。
この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

パーソナルオーディオシステム
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ラジオ部
FM 76.0 MHz ～ 90.0 MHz
AM 531 kHz ～ 1,710 kHz

その他
電源 AC 100V、50 Hz/60 HZ
バックアップ用電源  

リチウム電池（CR2032）
消費電力 16 W（BLUETOOTH再生時、接続機器充電時） 

約0.8 W（時計表示時、ディスプレイの明るさ「オフ」時）
最大外形寸法 約281 mm×126 mm×80 mm 

（幅／高さ／奥行き）
質量 約1.3 kg
付属品
AMループアンテナ（1）
取扱説明書（本書）（1）
BLUETOOTH®接続ガイド（1）
保証書（本書に印刷）

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります
が、ご了承ください。

iPhone/iPad/iPod 対応モデル
本機には下記のiPhone/iPad/iPodが対応しています。本機に接続して使
用する前に、お使いのiPhone/iPad/iPodを最新のソフトウェアにアップ
デートしてください。

USB 対応モデル
iPhone 5s
iPhone 5c
iPhone 5
iPhone 4s
iPhone 4
iPod touch（第5世代）
iPod touch（第4世代）
iPod touch（第3世代）
iPod classic
iPod nano（第7世代）
iPod nano（第6世代）
iPod nano（第5世代）
iPod nano（第4世代）

ワイヤレス音楽再生対応モデル
iPhone 5s
iPhone 5c
iPhone 5
iPhone 4s
iPhone 4
iPhone 3GS
iPad Air
iPad mini Retinaディスプレイモデル
iPad（第4世代）
iPad mini
iPad（第3世代）
iPad 2
iPad
iPod touch（第5世代）
iPod touch（第4世代）
iPod touch（第3世代）
iPod nano（第7世代）

商標

iPad、iPod、iPod classic、iPod nano、iPod touch、及びMacは、米
国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。
Lightningは、Apple Inc. の商標です。
「Made for iPod」 「Made for iPhone」とは、それぞれiPod, iPhone 専用
に接続するよう設計され、アップルが定める性能基準を満たしていると
デベロッパによって認定された電子アクセサリであることを示します。
アップルは、本製品の機能および安全および規格への適合について一切
の責任を負いません。本製品をiPod、又はiPhoneと共に使用すると、ワ
イヤレス機能に影響を及ぼす可能性があります。

最新のiPhone/iPad/iPod対応機種については、下記サポートページをご
覧ください。
http://www.sony.jp/support/active-speaker/

ご注意
	本機はUSB接続でのiPadの使用に対応していないので、USB接続でiPadを
使用すると故障する場合があります。

	特別な場合を除き、この取扱説明書ではiPhone/iPad/iPodの総称として
「iPod」と記載しています。

保証書とアフターサービス

保証書
 本書には、保証書が印刷されています。
 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してくだ
さい。

 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときは
お買い上げ店、またはソニーの相談窓口（下記）にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 詳しくは保証書
をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させてい
ただきます。

部品の保有期間について
当社ではパーソナルオーディオシステムの補修用性能部品（製品の機能を
維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。
ただし、故障の状況その他の事情により、修理に代えて製品交換をする
場合がありますのでご了承ください。

モデル名：SRS-CS20BT

安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品
はすべて、まちがった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事
故になることがあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守り
ください。

安全のための注意事項を守る
この「安全のために」の注意事項をよくお読みください。

定期的に点検する
1年に1度は、電源プラグのプラグ部とコンセントの間にほこりがたまっ
ていないか、故障したまま使用していないか、などを点検してください。

故障したら使わない
動作がおかしくなったり、キャビネットや電源プラグなどが破損してい
るのに気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口に修
理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

変な音・においがしたら、煙が出たら


 電源プラグをコンセントから抜く
  ソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニーサービス窓口に修理を依頼する

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の内
容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電・漏液・発熱・
破裂などにより死亡や大けがなどの人身事故が生じま
す。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などにより
死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故
によりけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりするこ
とがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

　

下記の注意事項を守らないと

火災・感電・発熱・発火により死亡や大
けがの原因となります。

電源プラグのコードを傷つけない
電源プラグのコードを傷つけると、火災や感電の原因とな
ります。
 電源プラグのコードを加工したり、傷つけたりしない。
 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
 熱器具に近づけない。加熱しない。
 電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。
万一、電源プラグのコードが傷んだら、お買い上げ店また
はソニーサービス窓口に交換をご依頼ください。

火の中に入れない

分解しない
故障や感電の原因となります。内部の点検および修理はソ
ニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニーサービス窓口
にご依頼ください。

火のそばや炎天下などへ放置しない

　

下記の注意事項を守らないと

火災・感電・発熱・発火により死亡や大
けがの原因となります。

内部に水や異物を入れない
火災や感電の危険をさけるために、本機を水のかかる場所
や湿気のある場所では使用しないでください。本機の上に
花瓶などの水の入ったものを置かないでください。
また、本機の上に、例えば火のついたローソクのような、
火炎源を置かないでください。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに本体の電源を切り、
電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口にご相談ください。

本機背面の端子や通風孔に異物を入れない
端子などがショートして、誤動作や故障の原因となること
があります。

雷が鳴りだしたら、アンテナ線や電源プラグに触れ
ない
本機やアンテナ線、電源プラグなどに触れると感電の原因
となります。

ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることがあります。

本体や電源プラグを布団などでおおった状態で使わ
ない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因となること
があります。

電源プラグは抜き差ししやすいコンセントに接続す
る
本機は容易に手が届くような電源コンセントに接続し、異
常が生じた場合は速やかにコンセントから抜いてくださ
い。通常、本機の電源を切っただけでは、完全に電源から
切り離せません。

下記の注意事項を守らないと 

けがをしたり周辺の家財に損害を与えたりするこ
とがあります。

はじめからボリュームを上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがあります。ボリュー
ムは徐々に上げましょう。特に、デジタルオーディオプレー
ヤーなど、雑音の少ないデジタル機器を聞くときにはご注
意ください。

通電中の製品に長時間ふれない
長時間皮膚がふれたままになっていると、低温やけどの原
因になることがあります。

本機を航空機内で使わない
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれが
あります。

本機を医療機器の近くで使わない
電波が心臓ペースメーカーや医療用電気機器に影響を与え
るおそれがあります。満員電車などの混雑した場所や医療
機関の屋内では使わないでください。

本機を心臓ペースメーカーの装着部位から22 cm以
上離す
電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれが
あります。

長時間使用しないときは電源プラグを抜く
長時間使用しないときは、安全のため電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電の原
因となることがあります。

本機は国内専用です
海外では国によって電波使用制限があるため、本機を使用
した場合、罰せられることがあります。

電池についての 
安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲による大けがや失
明を避けるため、下記の注意事項を必ずお守りください。

本機では以下の電池をお使いいただけます。電池の種類については、
電池本体上の表示をご確認ください。

ボタン型電池
リチウム電池 CR2032

電池が液漏れしたとき

電池の液が漏れたときは、素手で液をさわらない
液が本体内部に残ることがあるため、ソニーの相談窓口またはソニー
サービス窓口にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすら
ず、すぐに水道水などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療
を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、す
ぐにきれいな水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるときには
医師に相談してください。
電池を誤って交換すると爆発する危険があります。必ず同一タイプの
ものと交換してください。

 小さい電池は飲み込むおそれがあるので、乳幼児の手の届くところに置
かない。万が一飲み込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因になる
ので、直ちに医師に相談する。

 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れる。
 充電しない。
 火の中に入れない。分解、加熱しない。ショートさせない。
 コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯・保管しない。ショー
トさせない。

 液漏れした電池は使わない。
 使いきった電池は取りはずす。長時間使用しないときも取りはずす。
 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を混ぜて使わない。

 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中など、高温の場所で
使用・保管・放置しない。

 指定された種類以外の電池は使用しない。
 廃棄の際は、地方自治体の条例または規則に従ってください。
 電池（電池パックまたは内蔵電池）は直射日光、火などの過度な熱にさら
さないこと。

機銘板は、本機の底面に表示してあります。

使用上のご注意

携帯電話について
	携帯電話から本機へ音楽を送信しているときに、着信があった場合の携帯電
話の動作について、詳しくはお使いの携帯電話の取扱説明書をご覧くださ
い。

安全について
	お使いになるときは、家庭用電源コンセント（AC100 V）につないでお使いく
ださい。

電源プラグについて
	電源プラグを抜くときは、コードを引っ張らずに、必ず電源プラグを持って
抜いてください。

	本機を本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないでくださ
い。

	電源プラグのコードを無理に曲げたり、コードの上に重い物をのせたりしな
いでください。

取り扱いについて
	スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビネットは精密に調整してあります。
分解、改造などはしないでください。

	次のような場所には置かないでください。
– 直射日光の当たる所、暖房器具の近くなど、温度の高い所
– 窓を閉め切った自動車内（特に夏季）
– 風呂場など、湿気の多い所
– ほこりの多い所、砂地の上
– 時計、キャッシュカードなどの近く 
（防磁設計になっていますが、録音済みテープや時計、キャッシュカード、
フロッピーディスクなどは、スピーカーの前面に近づけないでください。）

	平らな場所に設置してください。
	設置条件によっては、倒れたり落下したりすることがあります。貴重品など
を近くに置かないでください。

	持ち運ぶ際、フロッピーディスクやクレジットカードなど磁気の影響を受け
る物は、スピーカーシステムの近くに置かないでください。

	キャビネットが汚れたときは、中性洗剤を少し含ませた柔らかい布でふいて
ください。シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷めます
ので、使わないでください。

その他のご注意
	ほかに疑問点や問題点がある場合は、もう一度この取扱説明書をよく読んで
から、ソニーの相談窓口またはお買い上げ店にご相談ください。

BLUETOOTH機器について

機器認定について
本機は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線設備として、
認証を受けています。従って、本機を使用するときに無線局の免許は必
要ありません。
ただし、以下の事項を行うと法律に罰せられることがあります。
	本機を分解／改造すること

周波数について
本機は2.4 GHz帯の2.4000 GHzから2.4835 GHzまで使用できますが、
他の無線機器も同じ周波数を使っていることがあります。他の無線機器
との電波干渉を防止するため、以下の事項に注意してご使用ください。

本機の使用上の注意事項
本機の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波数帯では電子レンジ
等の産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ラ
イン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を
要しない特定の小電力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無線
局」と略す）が運用されています。
1.  本機を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないこ
とを確認してください。

2.  万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、
速やかに本機の使用場所を変えるか、または機器の運用を停止（電
波の発射を停止）してください。

3.  不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソニーの相談窓口
までお問い合わせください。ソニーの相談窓口については、本取
扱説明書をご覧ください。

この無線機器は2.4 GHz帯を使用します。変調方
式としてFH-SS変調方式を採用し、与干渉距離は
10 mです。

BLUETOOTH®とそのロゴマークは、Bluetooth SIG,INC.の商標で、ソニー
はライセンスに基づき使用しています。
「おサイフケータイ」は株式会社NTTドコモの登録商標です。

NマークはNFC Forum, Inc.の米国およびその他の国における商標あるい
は登録商標です。
AndroidとGoogle PlayはGoogle Inc.の商標です。
その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般に各開発メー
カーの登録商標あるいは商標です。

BLUETOOTH 無線技術について

BLUETOOTH無線技術は、パソコンやデジタルカメラなどのデジタル機
器同士で通信を行うための近距離無線技術です。およそ10 m 程度までの
距離で通信を行うことができます。
必要に応じて2 つの機器をつなげて使うのが一般的な使い方ですが、1 つ
の機器に同時に複数の機器をつなげて使うこともあります。
無線技術によってUSB のように機器同士をケーブルでつなぐ必要はな
く、また、赤外線技術のように機器同士を向かい合わせたりする必要も
ありません。例えば片方の機器をかばんやポケットに入れて使うことも
できます。
BLUETOOTH 標準規格は世界中の数千社の会社が賛同している世界標準
規格であり、世界中のさまざまなメーカーの製品で採用されています。

BLUETOOTH 機能の対応バージョンとプロファイル
プロファイルとは、BLUETOOTH 機器の特性ごとに機能を標準化したも
のです。本機は下記のBLUETOOTH バージョンとプロファイルに対応し
ています。
対応BLUETOOTH バージョン：
BLUETOOTH 標準規格Ver. 3.0準拠
対応BLUETOOTH プロファイル：
－ A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）：高音質な音楽コンテンツを送
受信する。

－ AVRCP（Audio Video Remote Control Profile）：再生、一時停止、停止など、
AV機器を操作する。

– HSP（Headset Profile）：通話／携帯電話を操作する。
– HFP（Hands-free Profile）：ハンズフリーで通話／携帯電話を操作する。
– SPP (Serial Port Profile)：BLUETOOTH機器とのシリアル通信を行う。

通信有効範囲
見通し距離で約10 m以内で使用してください。
以下の状況においては、通信有効範囲が短くなることがあります。
－ BLUETOOTH接続している機器の間に人体や金属、壁などの障害物がある場合
－ 無線LANが構築されている場所
－ 電子レンジを使用中の周辺
－ その他電磁波が発生している場所

他機器からの影響
BLUETOOTH機器と無線LAN（IEEE802.11b/g）は同一周波数帯（2.4 GHz）
を使用するため、無線LANを搭載した機器の近辺で使用すると、電波干
渉が発生し、通信速度の低下、雑音や接続不能の原因になる場合があり
ます。この場合、次の対策を行ってください。
－ 本機とBLUETOOTH機器を接続するときは、無線LANから10 m以上離れたと
ころで行う。

－ 10 m以内で使用する場合は、無線LANの電源を切る。

他機器への影響
BLUETOOTH機器が発生する電波は、電子医療機器などの動作に影響を
与える可能性があります。場合によっては事故を発生させる原因になり
ますので、次の場所では本機およびBLUETOOTH機器の電源を切ってく
ださい。
－ 病院内／電車内／航空機内／ガソリンスタンドなど引火性ガスの発生する場所
－ 自動ドアや火災報知機の近く

ご注意

	BLUETOOTH 機能を使うには、相手側BLUETOOTH 機器が本機と同じプロ
ファイルに対応している必要があります。

	 ただし、同じプロファイルに対応していても、BLUETOOTH 機器の仕様に
より機能が異なる場合があります。

	BLUETOOTH 無線技術の特性により、送信側での音声・音楽再生に比べて、
本機側での再生がわずかに遅れます。

	本機は、BLUETOOTH無線技術を使用した通信時のセキュリティとして、
BLUETOOTH標準規格に準拠したセキュリティ機能に対応しておりますが、
設定内容等によってセキュリティが充分でない場合があります。
BLUETOOTH無線通信を行う際はご注意ください。

	BLUETOOTH技術を使用した通信時に情報の漏洩が発生しましても、弊社と
しては一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

	本機と接続するBLUETOOTH機器は、Bluetooth SIGの定めるBLUETOOTH
標準規格に適合し、認証を取得している必要があります。ただし、
BLUETOOTH標準規格に適合していても、BLUETOOTH機器の特性や仕様に
よっては、接続できない、操作方法や表示・動作が異なるなどの現象が発生
する場合があります。

	本機と接続するBLUETOOTH機器や通信環境、周囲の状況によっては、雑音
が入ったり、音が途切れたりすることがあります。

主な仕様

表示窓部
時計表示 12時間表示（お買い上げ時の設定）／ 24時間表示

スピーカー部
使用スピーカー 直径50 mm
エンクロージャー方式  

バスレフ型

アンプ部
実用最大出力 2 W + 2 W（全高調波歪10 ％、1 kHz、5 Ω）（JEITA*1）
入力 ステレオミニジャック×1 

USB部
入力 USB端子（タイプA）
対応サンプリング周波数／ビット数  

USB入力：最大44.1 kHz/16 bit

BLUETOOTH
通信方式 BLUETOOTH 標準規格Ver. 3.0
出力 BLUETOOTH 標準規格Power Class 2
最大通信距離  見通し距離約10 m*2

使用周波数帯域 2.4 GHz 帯（2.4000 GHz ～ 2.4835 GHz）
変調方式 FHSS 
対応BLUETOOTHプロファイル*3  

A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）、 
AVRCP（Audio Video Remote Control Profile） 
HFP（Hands-free Profile） 
HSP（Headset Profile） 
SPP (Serial Port Profile)

対応コーデック*4 SBC*5

対応コンテンツ保護  
SCMS-T 方式

伝送帯域（A2DP） 20 Hz ～ 20,000 Hz（44.1 kHz サンプリング時）
*1  JEITAは（電子情報技術産業協会）の略称です。
*2  通信距離は目安です。周囲環境により通信距離が変わる場合があります。
*3  BLUETOOTHプロファイルとは、BLUETOOTH機器の特性ごとに機能を標
準化したものです。

*4  音声圧縮変換方式のこと
*5  Subband Codec の略

マイク部
型式 エレクトレットコンデンサー型
指向特性 全指向性
有効周波数帯域 200 Hz – 3,600 Hz

本機の電池を交換する

1 電源プラグをコンセントにつないだまま、本機底面にある電
池ケースのリチウム電池ぶたを開ける。

1  ネジを充分に緩める。

2  つまみを押して、
ふたを持ち上げる。

2 古い電池を取り出して、新しいリチウム電池（ソニー製
CR2032）の＋側を上にして入れる。

CR2032

3 電池ぶたを閉じて、ネジを閉める。

4 ファンクション、  BLUETOOTH、スヌーズ／明るさ調整ボ
タンのいずれかを押す。
表示窓の「」が消えます。

ご注意
時刻設定やアラーム設定を保持するため、電池を交換するときは電源プラグを
コンセントに差したまま行ってください。電源プラグをコンセントからはずし
た状態で電池を交換すると、時刻設定やアラーム設定、ラジオのプリセット情
報が消去されます。

電池に関する警告
長い間ご使用にならないときは電池を取り出してください。過度の放電や液も
れを防ぎます。

リチウム電池に関するご注意

	使いきった電池はすぐに廃棄してください。電池は幼児の手の届かないとこ
ろに置いてください。万一電池を飲み込んだ場合には、直ちに医師と相談し
てください。

	接触不良を防ぐため、電池を乾いた布でよく拭いてください。
	電池を入れるときは＋と－を確かめてください。
	ピンセットなどの金属類と電池を一緒に携帯・保管しないでください。電池
の＋と－が金属類とつながるとショートし、発熱することがあります。

	直射日光や火の近くなど、温度の高いところに電池を置かないでください。

電池の＋と－の向きをまちがえて入れると破裂するおそれがあります。
内蔵の電池と同じ種類の電池をお使いください。

カレンダーと時計を合わせる

本機はあらかじめカレンダーと時計が設定されていますが、バックアッ
プ用のリチウム電池が消耗すると、停電があったとき、時計が初期状態
に戻ってしまいます。このようなときは、新しいリチウム電池に交換し
たうえ（「本機の電池を交換する」参照）、以下の手順にしたがってカレン
ダーと時計を合わせてください。

本機右側面

1 本機の電源プラグをコンセントにしっかりと差し込む。

2 表示窓で年表示が点滅するまで、時計ボタンを押し続ける。

3 アラーム設定+/－ボタンを押して年表示を選び、時計ボタ
ンを押して決定する。
アラーム設定+/－ボタンを押し続けると、数字表示が速く変わり
ます。
時計ボタンを押して決定すると、月表示が点滅します。

4 手順3をくり返して月、日、時、分表示を設定する。
時刻が確定し、秒のカウントが0から始まります。

ご注意
	カレンダーまたは時刻設定中に約1分間何も操作しないと、設定は解除され
ます。

	本機には100年分のカレンダー（2013年～ 2112年）があらかじめ設定されて
います。日付を設定すると、曜日が自動的に表示されます。

時計表示を変更するには
12時間表示（お買い上げ時の設定）と24時間表示を選ぶことができます。
切ボタンとスヌーズ／明るさ調整ボタンを同時に2秒以上押し続け
ると、時計表示が変わります。
ボタンを押し続けるごとに、12時間表示（「午前 0:00」＝真夜中）と24時間
表示（「0:00」＝真夜中）に変わります。

年月日を表示するには
時計ボタンを押すと、「日付」が表示され、もう一度押すと「年」が表示
されます。
時刻表示に戻るには、時計ボタンをもう一度押す、または何もしなく
ても数秒後に時刻表示に戻ります。

ディスプレイの明るさを調整する

1 明るさ調整ボタンを押して、ディスプレイの明るさを選ぶ。
明るさ調整ボタンを押すたびに、ディスプレイの明るさが以下の
ように切り換わります。

明るい 
（お買い上げ時の設定） オフ

暗い中間

アラームが鳴っているとき、明るさを「オフ」に設定しても「暗い」に変わ
ります。
明るさ調整ボタンを押し続けると、「オフ」に設定できます。

故障かな？と思ったら

音が出ない、片方の音が出
ない、音が小さい

接続先の機器と本機の電源は入っていま
すか？

接続先の機器と本機の音量は小さすぎま
せんか？

接続先の機器で再生されていますか？

接続コードやUSBケーブルのプラグやコ
ネクターはしっかりと差し込まれていま
すか？

パソコンと接続しているとき、パソコン
の音声出力先はBLUETOOTHになってい
ますか？

BLUETOOTH機器と本機をもう一度ペア
リングしてください。

モノラル機器に接続したときは、左スピー
カーからしか音が出ません。別売のプラ
グアダプター PC-236MSを使用すると左
右のスピーカーから音が出るようになり
ます。

聞きたい機器の接続が、本機の機能
（「BLUETOOTH」、「USB」、「音声入力」）
で選ばれていますか？

音が割れる、ノイズが出る、
音が途切れる

つないだ機器と本機の音量は大きすぎま
せんか？

つないだ機器のイコライザー機能はオフ
になっていますか？

電子レンジや無線LANなどから離してく
ださい。

本機をBLUETOOTH機器に近づけてくだ
さい。障害物があいだにあるときはどけ
てください。

テレビから離してください。

HFPやHSPでのBLUETOOTH接続ではな
く、A2DPでの接続に切り換えてください。

ラジオやチューナーを内蔵した機器につな
ぐと、放送が受信できなかったり、感度が
低下することがあります。機器から離して
ご確認ください。

BLUETOOTH機器をペア
リングできない

本機とBLUETOOTH機器の距離を1m以内
に近づけてください。

表示窓の「（BLUETOOTH）」が早く点滅し
ていなかったら、本機の BLUETOOTH 
ペアリングボタンを、ビープ音が聞こえ
るまで押し続けてください。

ハンズフリー通話時に
相手の声が聞こえな
い、声が小さい

接続先の機器と本機の電源は入っていま
すか？

通話中に本機から音がでるようになって
いるか、BLUETOOTH機器の音声設定を
確認してください。

BLUETOOTH機器を操作して接続しなお
してください。プロファイルは、HFPま
たはHSPを選んでください。

接続先の機器と本機の音量は小さすぎま
せんか？

ワンタッチ（NFC）で
BLUETOOTH接続でき
ない

スマートフォンが反応するまで本機のN
マークに近づけたままにして、反応しな
い場合はゆっくり前後左右に動かしてく
ださい。

スマートフォンのNFC機能がオンになっ
ているか確認してください。

おサイフケータイの場合は、「NFC簡単接
続」アプリが画面に表示されているか確認
してください。

スマートフォンにケースを付けている場
合は、ケースをはずしてください。

NFCの受信感度は、お使いのスマートフォ
ンによって異なります。接続に何度も失
敗する場合は、スマートフォンのお手元
操作で接続／切断してください。

設定時刻になってもアラーム
音が出ない

表示窓に「」または「」は表示されてい
ますか？

機器が正しく接続されていますか？

時計表示が正しく表示されな
い

停電中に「午前 0:00」または「0:00」が点滅
するときは、バックアップ用のリチウム
電池が消耗しています。リチウム電池を
交換してください。

対応するBLUETOOTH機器について詳しくは、下記ソニーホームページ
をご覧ください。
http://www.sony.jp/support/active-speaker/


